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資料 

浜田地区におけるマナマコ Apostichopus japonicusの夏眠時期推定 

寺戸稔貴 1 

 
Estimation of aestivation season for the sea cucumber Apostichopus japonicus in Hamada 
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近年，アオ・クロ型のマナマコ（以下，マナマコ）

は中国において健康食材としての需要が増えており，

沿岸漁業者の貴重な収入源となっている．1-4）島根県

の浜田地区においても採介藻漁業者らは，素潜り漁

業またはかなぎ漁業によってマナマコを中国輸出向

けに漁獲している． 
浜田地区におけるマナマコの漁獲量（t）および

CPUE（t/人）は 2007 年から 2012 年まで増減を繰り

返しながら推移し（図 1），2012 年には漁獲量が 3.6 
t，CPUE は 0.4 t/人に減少した．5,6）そこで，当地区

の採介藻漁業者らは漁獲量の安定化を目的に自主的

にマナマコの資源管理を開始した．7）資源管理の手

法として 2012 年から漁期を 2～4 月，操業時間を 9
～15 時にするとともに隔年操業を導入した．さらに，

2016 年には漁獲可能量を 1.5 t/人・年，拳 2 個分より

大きいマナマコを漁獲しないよう漁獲サイズ規制も

設定した（表 1）．2014 年以降は CPUE が 0.5～0.8 t/
人 5,6）を維持しており（図 1），これは資源管理の効

果とも考えることができる．しかし，これらの手法

は科学的根拠に基づいておらず，当地区ではより効

果的な資源管理の導入が望まれている． 
2019 年からは島根県水産技術センター，島根県西

部農林水産振興センターおよび採介藻漁業者らは科

学的なマナマコの資源管理方策を検討するため，浜

田地区で資源量推定を行っている．7-9）同時に，マナ

マコの生物学的情報収集にも取り組んでおり，その

一環で夏眠時期について調査している．一般的にマ

ナマコは 17.5～19.0°C 以上になると夏眠のため岩陰

に隠れ，19.0～20.0°C 以下になると再び海底に出現

すると言われている．10）また，各県においてもマナ

マコの夏眠時期について調査が行われており，青森

県陸奥湾では 18.0°C 以上で夏眠を開始し，同じ

18.0°C 以下で夏眠を終了すると考えられている．11，

12）他にも，岩手県沿岸では夏眠開始水温は 18.0°C を

超えた時，終了水温は 15.0°C 以下と報告されている．
13）マナマコの夏眠時期を推定することによって，マ

ナマコの漁場への加入や岩陰に隠れる水温が明らか

になる可能性がある．マナマコが漁場へ加入する水

温は漁期開始時期，岩陰に隠れる水温は漁期終了時

期を検討する上で，有益な情報になると期待される．

そこで，本研究ではマナマコの分布密度（個体/m2）

と日平均水温（°C）の関係から夏眠時期を調べ，漁

期設定の資料として記録した．  
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図 1. 浜田地区におけるマナマコの漁獲量および 
CPUE の推移（島根県漁獲管理情報処理シス 
テムより） 
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方法 

  
  調査方法は浜田地区内の定線 A 上（100 m×2 m，

図 2）に分布するマナマコを素潜りで目視により計

数し，分布密度（個体/m2）を算出した．期間は 2021
年 2～6 月（以下，調査①）に計 11 回，2021 年 10 月

～2022 年 5 月（以下，調査②）に計 15 回実施した．

なお，調査海域は島根県水産技術センターに隣接す

る水深約 3 m の静隠域であり，藻場が点在する砂泥

域だった． 
また，浜田地区内における水温情報は島根県水産

技術センターによる定地水温の測定結果から取得し

た．定地水温は毎正時に測定されており，本研究で

は 0 時から 23 時までの測定結果を平均することに

よって日平均水温を求め，解析に用いた． 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

結果と考察 

 
各調査におけるマナマコの分布密度と日平均水温

を図 3 および 4 に示した．調査①では 2021 年 2 月 8
日の分布密度は 0.09 個体/ m2であり，2 月 22 日およ

び 3月 5日に 0.10個体/m2と最も高かった．その後，

分布密度は減少し，5月6日の17.7°Cまで観察され，

5 月 21 日の 19.7°C に確認されなくなった．一方，

調査②ではマナマコは 2022 年 1 月 5 日の 15.2°C ま

で発見されず，1 月 26 日の 12.9°C で初めて 0.02 個

体/m2確認され，3 月 1 日に 0.05 個体/m2と最も分布

密度が高かった．その後は，4 月 25 日の 17.5°C ま

でマナマコが観察され，5 月 18 日の 19.2°C の時に

発見されなくなった．  
マナマコの分布密度は，調査①が 0.10 個体/m2 以

下であり，調査②の0.05個体/m2以下より高かった．

この理由の 1 つとして，調査②は操業年で 2022 年 2
月 9 日から 4 月 9 日までが漁期となっており，マナ

マコの漁獲による影響も考えられた． 
また，調査②の 2022 年 1 月 26 日および 2 月 3 日

におけるマナマコの分布密度は 0.02個体/m2，0.04個
体/m2であり，漁期前にも関わらず調査①の 2021 年

2 月 8 日の 0.09 個体/m2より低かった．2021 年およ

び 2022 年 1 月 1日～2月 8日の日平均水温を比較す

ると（図 5），2022 年の日平均水温は 2021 年より全 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

項目 内容 

漁期 2～4 月 

操業時間 9～15 時 

操業年 隔年 

漁獲可能量 1.5 t/人/年 

漁獲サイズ 拳 2 個分より大きいこと 

表 1. 浜田地区におけるマナマコの資源管理 

図 2. 浜田地区内の調査海域 

500 m 
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体的に 0.5°C 高めで推移していた．マナマコは夏眠

終了後に緩やかに活動をはじめ，10）水温低下に伴い

海底に出現する個体が増える傾向にある．14）このこ

とから，調査②期間中の 2022 年当初は 2021 年の同

時期と比較して日平均水温が全体的に高かったため，

マナマコの分布密度が低かったとも考えられた． 
本研究では，マナマコは調査②において 15.2°C か

ら 12.9°C に低下した時に初めて観察された．この水

温は岩手県沿岸における夏眠終了水温 13）に近かっ

たことから，浜田地区のマナマコが夏眠を終了し，

海底に出現したものと推察された．一方，調査①は

17.7°C から 19.7°C，調査②では 17.5°C から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.2°Cに上昇した時にマナマコが観察されなくなっ

た．この水温は既往の知見における夏眠開始水温 10-

13）と同程度であったため，当地区のマナマコは

17.7°C を超えた時に夏眠を開始し，岩陰に隠れるこ

とが示唆された． 
本研究により浜田地区におけるマナマコの夏眠は

17.7°C を超えた時に開始すると示唆され，12.9°C に

は終了することが分かった．今後はこれらの情報を

参考に月ではなく日平均水温の変動を考慮すること

で，当地区におけるマナマコの漁期を科学的に検討

できると考えられた． 
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図 3. 調査①2021 年 2～6 月におけるマナマコの分布密度と日平均水温の推移 

図 4. 調査②2021 年 10 月～2022 年 5 月におけるマナマコの分布密度と日平均水温の推移 
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図 5. 2021 年および 2022 年 1 月 1 日～2 月 8 日における浜田地区の日平均水温推移 
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